
インドネシア政府による入国規制の変更（政府通達の発出及びバリ州ングラライ国

際空港を通じたインドネシア入国時に必要な書類等） 

 

令和３年１０月１５日（総２１第１８１号） 

在デンパサール日本国総領事館  

 

●１０月１３日、インドネシア政府は外国人の入国規制を一部変更する通達を発出し

ました。 

●入国の際に必要となるワクチン接種証明書は、英文記載があり、出発の１４日以上

前に必要回数（通常は２回）の接種を完了していることを示すものとされました。 

●インドネシア到着後の政府指定ホテルでの隔離期間は、５×２４時間に短縮されま

した。 

●観光目的の外国人の入国は、バリ州及びリアウ諸島州からの入国のみで、訪問査証

が必要とされました。 

 

１．インドネシア政府の新型コロナウイルス対策ユニットは、１０月１３日付け通達

（第２０号）を発出し、外国人の入国に係る規制を一部変更すると発表しました。こ

の措置は、１０月１４日から適用され、追って定められる期限まで有効とされていま

す。 

  

２．この通達による従来の規制からの主な変更点は以下のとおりです。 

（１）入国の条件であるワクチン接種証明書は、英文の記載があり、出発の１４日以

上前に必要回数（通常は２回）の接種が完了していることを示すもので、書面で又は

電子的に提示することとされています。 

（２）インドネシア到着後の政府指定ホテルでの隔離期間は、従来の８×２４時間か

ら５×２４時間に短縮されました。入国後のＰＣＲ検査は、空港到着時及びホテル隔

離４日目に行われるとされています。なお、到着日から１４日間（指定ホテルでの隔

離期間を含む）の自主隔離が推奨されている点に変更はありません。 

（３）到着後のＰＣＲ検査で陽性となった場合の治療場所について、無症状または軽

度の症状の場合は隔離施設、中度・重度の症状の場合は病院とされました。 

（４）観光目的の外国人の入国は、バリ州及びリアウ諸島州の空港からの入国のみと

され、ワクチン接種証明書やＰＣＲ検査の陰性証明書の提示に加え、訪問査証又はそ

の他の入国許可、新型コロナ感染症の治療費をカバーできる１０万米ドル以上の支払

いが可能な医療保険の加入証明書、インドネシア滞在中のホテル予約票を提示する必

要があるとされています。なお、観光目的の査証発給が開始されたか否かを含め、査

証申請手続きの詳細や実際の運用状況については、入国管理総局や入国管理事務所、

在京インドネシア大使館または在大阪インドネシア総領事館にお問い合わせくださ

い。 

  

３．上記以外に大きな変更は確認されておりません。インドネシアに滞在する外国人



がワクチン接種をしておらず出国の目的で国内線による移動を行う場合は、同通達に

よっても、これまでどおり、国際線の航空券を提示しトランジットの空港エリアを出

ない等の一定の条件の下で、ワクチン接種証明書は不要とされています。従来の規制

については、８月１４日付当館お知らせ（https://www.denpasar.id.emb-japan.go.j

p/files/100222697.pdf ）や９月１６日付当館お知らせ（https://www.denpasar.id.

emb-japan.go.jp/files/100234851.pdf ）を参照してください。 

  

４．今般の通達を受け、インドネシア入国後の政府指定ホテルでの隔離期間は、既に

５日間に短縮され始めている模様です。一方、ワクチン接種証明書について、出発の

１４日以上前に接種が完了している必要があるとの新たな条件が既に運用開始され

ているかは、現時点では不明です。 

なお、当館からバリ州関係諸機関に照会等したところ、日本人を含む外国人の入国

時における検疫等において提示が求められる書類は、以下のとおりです。 

（１）有効な査証保有者（Visa on Arrival（VOA）は運用が停止されています） 

ア ワクチン２回接種証明書（２回目接種から１４日以上が経過、但し、１２歳以

上１８歳未満を除く※） 

※１２歳以上１８歳未満でワクチンを接種していない人は入国の際の空港内

及び隔離施設において２回のPCR検査結果が陰性であることが確認された後

にワクチン接種を受けることになる。 

イ 出発前３日以内に検体採取した PCR 検査陰性証明書 

ウ 隔離ホテル支払証明書及びバリ州滞在中の宿舎予約票 

エ E-HAC（アプリ Pedulilindungi に搭載済） 

オ E-PCR（同上）※搭載予定 

カ E-CD（税関申告用フォーマット。http://www.cdbali.net でアクセスが可能） 

キ 海外旅行保険証（最低補償金額１０万米ドル） 

（２）有効な滞在許可及び定住許可保持者 

ア ワクチン２回接種証明書（２回目接種から１４日以上が経過） 

※１２歳以上１８歳未満、外交／公用旅券及び KITAS・KITAP 保持者でワクチ

ンを接種していない人は入国の際の空港内及び隔離施設において２回のPCR検

査結果が陰性であることが確認された後にワクチン接種を受けることになる。 

イ 出発前３日以内に検体採取した PCR 検査陰性証明書 

ウ 隔離ホテル支払証明書 

エ E-HAC（アプリ Pedulilindungi に搭載済） 

オ E-PCR（同上）※搭載予定 

カ E-CD（税関申告用フォーマット。http://www.cdbali.net でアクセスが可能） 

（３）バリ州政府が指定した隔離ホテル（バリ州政府観光局や PHRI (Indonesian Ho

tels and Restaurants Association)等から正式なホテル情報を確認次第、当館ホー

ムページでお知らせいたします） 

 

５．インドネシアにおける新型コロナウイルス対策のための措置は、突然変更される
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可能性があります。当館としては、ングラライ国際空港における措置の運用状況を引

き続き注視し、できるだけ速やかな情報のアップデートに努めていますが、邦人の皆

様におかれても最新の関連情報の入手に努めて下さい。 

 

 


